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　この度，兵庫県淡路島夢舞台国際会議場において
2016年 5 月13日（金），14日（土）の 2 日間，当科の谷
本光音教授が会長として第 7 回日本血液学会国際シン
ポジウムを開催いたしました．国際シンポジウムは今
回で 7 回目でありますが，アメリカ血液学会 American 
Society of Hematology（ASH），ヨーロッパ血液学会
European Hematology Association （EHA）との joint 
session が毎回組まれており密度の高い学会です．今回















優秀な 4 演題を合わせて 8 演題が発表されました．
続く JSH-EHA Joint Session では Induction of potent 
antitumor T-cell responses をテーマに 4 人の講演が
ありました．JSH-ASH Joint Session では Genetically 
Engineered T Cells をテーマに同じく 4 人から発表が
ありました．近年，改良が進み臨床的にも大きなインパ
クトが出てきた Chimeric Antigen Receptor （CAR） T 
cells を中心に発表が行われました．Plenary Session 1




した．日が変わって 2 日目の Plenary Session 2 では
Posttransplant immunotherapy と題して究極の免疫
療法ともいえる同種造血幹細胞移植の演題が続きまし
た．その他，Edward A. Stadtmauer, MD（University 
of Pennsylvania）から Immunotherapy for Multiple 
Myeloma と題し包括的な治療法の進歩について，
Special Lecture 1 では Reddy Pavan（University of 
Michigan）から腸管細菌叢とその代謝産物が GVHD
にどう関連するかが，Special Lecture 2 では Thomas 
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学会会場 
世界的な権威による講演を熱心に聞き入る参加者
Welcome dinner
ご茶平の連による阿波おどりでは海外演者も踊りに参加し大い
に盛り上がった．
